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な

る

も

の
K
しV

 

:著

素

は

雜

始
. 

■
1
1人
»
を

艰

ズ

嘗
^

馨

极

總

て
.
诌

身

.^
谢 

し
て
瀉
冶
れ
^

^
德
ベ
日
ふ
、
彼
は
I

其
怒
誉
に
命 

$

¥

の
^

^

文

髗

を

取

て

■
_

を

記

述

凇

し

奶
 

戈
^
.

も
；©

な
ト
^
。
其
敷
嚅
完
条
な
.
版̂
本
は
1
0¥
私 

及
び pojuioul̂

t 
の
、

collection, d
e
s
s
6
m

8.res:rplatifs

f

 F
H
i
s
t

'&e

 d
e

 

F
r
a
n
s

の
第
+
六
、
七
卷
に
於
て
之 

を
見
る
可
し
。A
b
bft
>de. l

&
c
l
u
s
e
W
I
1
7
4
5
)

は
之
を

普
顿
の
親
_

に
改
#
且
ゃ
現
代
|
|化
せ
&

。

G
u
m
a
f

 

m
m

 

 ̂

-
p
e
p
t

toi

crHotheQue 

l
l-o
o
n
o
m
i
q
u
e 

iransisp

et 

亦
た
，0
彭
1
1
€
^
-
^
^

の
序
文
€
共
に
«

杪
本
を
收
滹
た
乏
第
六
黎)

。

H
e
n
r
i

 

Q
u
a
t
r
e、

が
：
一
千
五.西
八
十
九
年
同
三
世
の
弒
，
 

蜜
に
油
り
セ#
王
ゆ
位
に
洳
く
ゃ
、
先
づ
其
®

の
極 

-«
な
'^
赛
鄭
を
^

^
せ
ざ
る
を
得
ず
ち
き
、
機
家
ば
，實 

に

被

瘙
-0
淵
に
^

^

、̂
.必
ぢ
し
^'
り
>
:
而
も
彼
姐
終 

F
m
$ 

$
聲

±
を

漉

革

备

念

偉

太

な

る

補

蚵

の 

K
を
-

^
も
。
彼
；§

の
源
東
は
商
業
、
植
民
及
び
貨 

幣y

存
#
ず

し

て
•i
^

g

M

a
夺̂
る
ーj 
€
を
-主
張
し 

眷
り
.セ
賴
王
に
對
ひ'1
:

「

農
#

S
牧
畜
と
«
怫
蘭
西
の 

兩
乳
？&

^
'.
!
>
0
- 

L
a
b
o

海 a
g
e
:

,l
'
e
t 

pasturage: 

s
o
n
t
l
e
s

 

d
e
l
i
^
:
&
s
i
f
.

 de. la. F
r
a
n
c
e。

而
も
て
又
秘
魯
の
眞 

.0
鑛
坑
it
し
て
、
旦
ぅ
脒
寶
の
薪
藏
な
り

」

と
稱
甘
b
o 

,
彼
ね
文
た
國
王
#
桑
樹
の
栽
培
を
槳
»
せ
る
に
反
對 

心
て
、
常
.に
之
ビ
相
爭
ベ
る
も
、終
に
興
目
的
を
き
す 

る
こ
と
能
は
ざ
々
§
。
國
王
は
彼
自
身
の
甯
は
其
出
段 

の
富
R
,救
賴
し
、
而
しV

各
.個
の
職
業
に
取
りて
其
源
. 

泉
を
僧
加
^
名
は
即
ち
國
當
，の

源
'®
を
增
加
す
.る
所
以 

な
る
を
確
信
せ
り
。Sully 

.は
之
に
反
し
■>
最
も
®
]i
な

W
V
.
.''
. 

丨

E

,:
.:

る
兵
士
ば
常
に
强
.徤
な
冬
.勞
働
者
及
び
_
肚
な
る
顧
人
有
ら
喊
る
外
國

#
產

.0

.消
費
ば

'佛
國
に
.對

:較
>-• . I •：斤” ■

の
家
族
ょ
b
徵
せ
'ら
る
S
所
.な
>
0は
、：被
等
に
代
ふ
冬- 

に 
子
女
：
 
も
尙
# 
ひ 
得
可
き M

 

輝

の

仕

華

の

.
み

に

熱

通

せ
 

る
者
を
以V

す
る
時
は
、
彼
等
は
遂.に
«

#
生
，活
，̂

 ̂

象

に

.靈

常

ミ

爲

る
^
至
る
.
可

き

を

信

じ

，
、

«

蘭
西
。 

の
地
理
.
^
®
及
び
政
治
的
狀
態
は
之
を
保
存
し
維
持 

す
.る
を
必
聲
な
ら
し
む
る
も.の
な
ヶ
迄
*
張
せ
.
.

CV。

即
. 

ぢ

麗

物

の

生

產

は

有

ゅ

る

點

に

^

て

讓

は

取

シ

て
 

眞

の

；
.

^

た

：る

地

.方

の

人

民

を

戴

弱

せ

し

钬

4

?'
[-
«
^
. 

に
、
，都
市
の
A

U

Kょ
b
て

霉

及

逆

#
ゆ
る
其
嫩
鹰 

物
1
•

.肉
慾
、
梁

愛

び

懶

惰

を

：
i

A
f*
$
it
a
 々

1
5
^

ヴ
是
攀
の
も
の
^

^
す
す
掰
乏
じ
ぐ
、
政
艺1,
'
き
. 

，̂

て
自
ら
&
る
を
知
■
る
尊
に
放
K
V
T 

. 

こ
€
能
は
ざ
る
も
の
な
b

o

S

Aは
旣
fe
國
內
に
於V

、 

黄
金
展
び
.深
紅
•の
袍
衣
に
女
蛛
の
軟
弱
絮
悉
く
蔽
ひ
つ 

、
ぁ

る

無

用

な

る

.
市

民

,0
多

數

を

有

す

.る

こ

i

十

分

な 

る

に

.非

ず

ゃ

ミ

(

前

揚Me
m
o
i
r
e
s 

de SUKV..)o

れ
作
る
偸
竊
其
槪
性
に
向.ひ
1:
:
加
ベ
ら
れ
rt
る
.攻
«
^
'
 

し
て
有
ゆ
る
賞
修
^
轍
出
ば
強
磷
な
.る
.手

^

^

以

て

抑
 

制

ず

る

，：

0:
3?
あ
る
禍
患
.と
.し

，
て

彼̂
服
に
_
じ
^
.
0
^
.
 

彼
'化

勝

吨

て.峻
酷
な
る
.娥
度
;̂

以
.て
密
賣
#
、
殊
に
金 

銀
を
«

m
せ
.る
乾
に
臨
み
^
る
者
か
る
i
な
し
。
彼
は 

啻
G
差
#
.へ
た
る
.正
金
の
^

#
の
み
.it
止
ら
ず
、
犯
人
パ 

0
全
財
產
を
押
收
す
る̂

と
？
爲
せ
り
、
而
し
て
國
王 

は
此
翁
の
罪
惡
^
對
し
何
等
‘の

清

恕

を

興

ん

る

乙

I

,.

 

•か
^
:可

き

：
を«;
つ
て
ー
宣
明
#
坎
0
 

m
る
迄
#

^

.

1幣
と
何
等
5

^
泖
«:
く
國
內
记
流
辑
-
 

t>
し
越
、
人
民
は
今
や
興
使
用'
|般
把
普
.反
せ
る
爲
參
' 

之
砮
綉
止
•
矿
こ
^

^
队
ざ
W
じ
^
 ̂

を
除
き
^

^
:̂

を
も
使
^

^
る
.を
_
每
6

^
た
：ゲ
6
_
,
 

t

も
人
.民
ば
猶
定
0

16
#'
於

避

幣

埽

に

輸

納

じ

セ

、
ハ 

E
大

な
る

，造

幣

料

を

.支

挪

ふ

ょ

6

.
も
、
寧
ろ
之
を
貯
藏‘
‘
， 

す
，る
を
選
み
れ
る
を
a

て
這
般
の
：禁
止
は
交
易
に
取
女
，

第
十
’

(
「

H

三)

雜

錄
.

w
イ
穸
終
办
蜜
的
政
馀

2
 

傘

!
•§

f觸
■H ■

fl

，”
n



-iv'vf
';

い

刺与1 
_ 丨

<:l
J
Jl
i
I
I
I
114
$
1M

式
2

1

k;

l
^
i

笫

十

四

怨(

ー
3
四〕

雜

•錄

、ゾ
ィ
タI

公
'の

倚

魯

政

策
,

，致
命
的
e>
打
驟
tt
:
.
s
で

、
。
資

本

0-
流
通
^
你
束
ぞ
，
^
 
.

S
u
l
l
y

ぼ
總
で
公
私
の
費
用
：に
.對
す
る
强
制
的
節
減
を 

.行
ふ
^
目
的
^
し
、
而
し
て
缺
芝
に
由k
て
富
ど
繁
榮 

'  

€
を
齋
す
可
き
奢
侈
禁
止
法
を
以
て
這
舰0
.制
度
を
_

‘
行
ず
る
を
.得
可
し
£
思
惟
し
た
む'。
即
ち
彼
は
.前
揭
書 

^

に
於
、て
日
く
我
_

邦
の
貨
物
を
使
用
せ
ざ
る
は
其
貨 

幣
を
使
用
せざ
る
1.
り
も
3£
;
ら

にI
» '
必
要
な
レ
とo 

S
u
l
l
y

は
佛
厳
®
を
'し

て
g-
^

B̂'
s

及

び
^
ぺ。
8
 

の
如
&
重
要
都
.市
栌
曾
；つ
:1
:
;非
^ !
^

る
繁
榮
，を
遂
：げ
得 

た
夸
トe

v
a
n
t

ょ

ト

歐

滞

北
！
！

に

至
4
逋
«
馨

の

大
 

立
：：

分
を
^
失
せ
し
む
る
に
委
し.■て
卒
然
，̂
-
き̂
o> .即
ち 

K
H
O
n
e

河
を
し
て
事
實
上
瓶
行
し
得
ざ
ふ
も
の
た

&:
し 

め
ぬ
る-

y
i
s
n
e

の
^

關
に
對
す
る
、

L
y
o
n
s

市
ょ

 々

選
任
せ
ら
れ
た
るG
a
u
p
L
B-
6
所
領
^
對
す
る
使
節
の

言
說(̂

orbonnais、
Recherches ,et 8nsid6rations sur

.

.

. 

.

.

.

 

.

.

.

.

 

, 

一
'
.
.
:
，

 

•

les. nnances '
d
e

>Trance. 

.d
e
D

U
IS

 

I
5VO
A
.
. 

jusan

rtn. 

T々
2
1

、
:/
■
#f 
酿
.

S
L
:

，彼
が
荀
t
外

醫

.易
に
：關
聯
せ
を
有
ゆ
る€
の
'に
對
ず
る
生
得

」

の
嫌
媒
ぱ 

終
に
彼
を
し
て
之
に
其3
を
傾
ぐ
を
こS
な
か
ら
し
め 

f
 

o 

i

y

::

は
文
*;
親
方
認
許
證
の
販
寶
を.開
始
し
、 

f
 
f

て
有
名
無
實.の
親
方
を
し
て
徒̂

i

及
.び 

ハ
親
方
試
驗i'
b
免
れ
し
め
、
而
し
て
犄
權
を
以
て
.圍
繞 

せ
ら
れ
つ
く
あ.る
も
.の
'
に
更
に
特
權
を
赋
與
し
て 

卜
0|

聖
王
が
時
代
ビ
情
勢
ミ
の
相
違
に
も
排
ら
ず
尙

ほ
行
ふ
こ
と
を
敢V

せ

ざ

り

し

所

の

^

>

の

を

行

へ

る

な

ハ

ち

へ,'
:

h 

' 

V
1720.

參
照)

及
0.
興
他
類
似
の
愁»
は
遍
ぐ
全
國
^
敏

を

見

ざ

办
し
ビ
離
も

t>t£,
 
n.lrms-a-
-
-

 
-̂
-
- 
smMm̂ 
SIK .
.

.

.
 

i
 

-
.
-
m
u 

;
; 
_

_；

.

.

. 

. 

ovw

ノ
而
も
他
方
に
於
セ
、
事
苟
も
農
業
上
の
利
益
に
す
關 

「
る
場
合
に
は
、
彼
は

「

或
ば
旣
存
の
，通
路
を
改
ド
し
、
或
は 

新
た
る
も
の
を
開
設
す
る
に
由
ぅ
て
銳
意
、
悅
稷
の

@ 

送
を
容
易
な
ら
し
む
る
に
努
め
' た
り
。
佛
國
に
於
け
る 

最
初
の
人H
水
路
^
るBrlare.

運
河
は
縱
令a
.
一
 
千
七 

百
四
十
年
.
.卜0
|
十
五
慨
0
.治
世
に
至
る
迄
で
其
完
從

h

!

p

I
I
P
1
I
I1

II

I

f

1

I
m
f

て
如
上
りmf

的
を
-以
，

てS
e
i
n
e

及

びL
o
i
r
e

の
兩
河
を
連
結
す
る
が
爲
め
に 

企
圖
せ
ら
れ
た
るも

の
な
6
 

o

^
o
r
b
o
m
o
i
s

の
言
へ
る 

が
纽
く
？
奮
は
農
業
：上
の
：所
產'0
運
輸
及
び
消
費
を
便 

な
ら
し
む
る
が
爲
に
必
要
な
る
施
設
を
確
立
す
石
に
非 

ざ
れ
ば
、.貨
«
は
®!
家
の
內
部
に
流
入
す
る
；こS
能

碎

\ 

ざ
る
を
知
悉
せ
り
'•
■
°而
じ
て
同J

の
目
的
を
以
て
彼
は| 

大

河

上

に

：
公

通

行

.

船
の
航
路
を
開
き
、
又
孔
遒
に
は
旅

\ 

客
の
'®
R

B
馬
の
事
務
を
編
制
せb
。
 

，
一
 

"

彼
が
農
業
政
策
を
解
癖
す̂

は
頗
る
容
易
な
办
。
彼
一 

は
右
手
を
以
て
生
廣
に
對
す
る.古
代
'の
it
害
を
排
除
す 

る
上
共
に
、.左
手
女
以
て
收
益
に
對
す
る
新
脲
路
を
開

| 

し
な
办
。
雜
は
農
樂
家
を
し
て
其
生
產
の
行

| 

:
^
妨̂
辔
せ
る
赛
斷
爝
微
な
る:1
1
:接
雜
の
奇
重
な
る
負ノ 

檐
ょ
も
慈
れ
し
む
多
ぢ
共
に
、

7

彼
等
の
爲
め
；に
新
市
場
：
 

に
對
す
.る
■
路
を
.獷

撙

せ

る

な

み

ヵ

ン

彼

は

十

五

ケ

¥

|«

に
.
±
地

の

猶

池

渚

R

對

す

る

直

棧

稅

?t
a
m
e
)

の

五
W 

萵

タ

ー

グ

>

を

廢

北

し

、
，‘

國
內
の
交
易
に
對
し
.て
課
せ

ら
れ
：お
る
稅
額
を
半
減
せ
る'に
拘
6
ず
、
歲
入
は
四
百 

萬
を
增
加
.せ
シ
。
同
時
に
..又

1
«
.の
公
債
を
.償
却
し
、
' 

前
王
に
ょ
6
て
讓
波
せ
ら
れ
た
る|1

一
千
五
'百

萬

の

價

儎
 

を
有
す
る
主
領
地
.を
質
戾
し
、
而
し
て
四
千
百
萬.リ
1 

グ
ル
：餘
，を
.國
庫
^
蓄
積
せ
ト
。
當
時
に
於
て
正
金
の
流 

入

が

：
頗

る

大

な

&

ざ
る
を
#
ざ
.
^
>し

一

事

はS
u
l
l
y

が 

.利
率
を
一
割
及
び
八
分
ょ
り
六
分
に
低
減
す
る
を
得
た 

る
.に
.徵
し
.：
て

推

知

ず

る

を

#

可

し

0
.

.

即
V
怫
國
は
自
山 

に
其
穀
物
酒
類
を
西
班
牙‘に
向
つ
て
®
*
す
る
を
得
た 

b

し

が

故

：，に
.
、
，
同

國

の

金

貨

は

却

つ

て

典

本

國

ょ

ぅ

も
 

佛
國
に
於
て
之
を
見
る
こ
ミ
大
在̂V

し
な
令
。

彼
が
財
政
上
に
於
け
る
主
た
る
.原
則
は
收
入
の
一
定 

部
分
を
支
捣
の
各
部
に
割
當
て
之
を
他
の
用
途
に
轉
用 

す
爷
を
許
す
”
4と
な
き
に
あ
ひ
。
彼
は
歲
入
微
收
潘
に 

對
しV

.

抑
制
を
.加

^

^

^

、
“
寒

は

鈉

稅

者

に

對

し

て
 

要
求
，せ
ら
れ
た
るV

億
五
千
萬
法
中
、
僅
に
三
千
萵
が 

國
庫
に
收
受
せ
ら
る
、
を
得
‘る
に
過
ぎ
ざ
も
し
迄
に
大

笫
十
四
继
、

(

ー‘三
苯〕

鹎
，，‘
錄
が
イ
岁
9
丨
癸
の
.
倚
踐
的
政
饿

笫I

魏

«w-n



激
十S

怨

{

1
3六)

雜

錄

ソ

ィ

々
')
,
|公

の

儉

政

、饿

f
に
®
家
の
利
益
を#
奪
し
つ
、
あb
し
も
の
な
む。' 

、
あ
-
し̂
な
，
.

CN 

る
0
|

以̂
：て
ず
冬
も
滯
鈉
鐵
余
た 

t
.し
農
民
.の
^
^
2及
：び
農
具5:
.押
收
す
る
こ̂

を
•
«
#

:ら
れ
行
箪
中
な
る
^
其
陴
營
に
.到
着
せ
る
後
た
.る
き「

を 

問
は
ず
、.

農

失

：を

霜

：
奶

た

る

兵

士

；
に

對

b

«

も

峻

^

5 

る

刑

.罰

を

科

せ

4

。

被

は

文

.
敢

然

自

&

の

私

的

刺

益

©

爲

に

又

自

己

，の

權

威

の

.み

：に

依

A

て

貢

赋

.
t
徵

悅

す

る
 

の

程

度

に

迄

で

放

.恣

を

極

：

め

た

.
る

縣

令

0

賞

_

を

制

»

す
る
に
努
め
拉:!
>
o斯
く
の
如
き
不
當
の
#
段
に
據
ち 

て

六

萬

ク

ラ

ク

シ

の

，
所

#
を
收
得
せ
るEpernon
公
は 

_
 
士 
•の
如
ぐ
頌
强
に»
政
上
に
於
'け
6
其
施
：設
知
擁 

識
せ
‘るJ

s
&
y

に
對
抗
ぜ
ん̂

企
て
た
り
。
彼
は
機
敏.

な
名
廷
苗
が
國
主
ょ
夕
取
得
,

る
表
面
輕
微
な
る
に
似 

て
，
事
實
國
家
を
#
す
る
こ
と
多
太
な
り
し
咎
種
の
利 

益
-^
禁
业
す
る
R
,努
め

た
ヶ
。
：即t
 soiss

;Qn
s

公
0
如 

さ
は
主
國
ょ6
輸
出
せ
ら
る
、
货
物0
各
袖
^
對
し
.十 

五
ス
、1
の
雞
貌
^
徵
矛
る
を
得
る
の
敕
許
を
享
有
し
っ

.

.
0
0
.
,1'

奏

'

H
e
n
a

 

.
H
#は
、僅
か
に®:
-T
ク
ラ
ク 

.

ン
^
臘
與
を
行
へ
な
と
思
雜1
3括
^-
、

M

E
等
は 

是
ょ
A
し
，：で
：
1
1
¥萬
"法
の
收
入
を
柚
出
す
る
を
#

た
り 

し
な
&

。S
u
l
l
y
は

：̂
！
?

の
偺
取
#

ら
れ
た
名
收
入
を 

S

庫
に
浚
歸
せ
し̂

^

彼
は
文
鹽
の
：煩
猶
な
を
課 

a
l
g
a
b
s
e

に
代
べ
て
、
之
を
國
家©
獨
占
業
^
移
.
3 

:

ん
と
：じ
たP
も
，K

e
n
r
i

の
暗
殺
代
由
り
て
其
實
現
を 

阻
：止
せ
：
&
れ
.た
；
^

。
’ 

.

. 

,s
d
l
l
y

'
が
«
般
め
政
策
を
揀.る
^
當
ぅ
、
彼
を
支
配 

し
た
る
思
想
は
賴
象
の
所
要
.を
—

^
し

、
f

て
常
は 

E
額
の
貨
幣
*
準
備
：せ
ん
含
す
るk
ff
i
.
¥し

ff
p 

0
皮 

は
如
俯
な
る
反
對
と
雖
も‘此®

雛
な
る
往
務
を
遂
行
す 

名

、
之
，

炉
妙
寄
た
る

0:
:

^

^
る̂
場
合
に
.は
_許 

す
可
ら
ざ
る
も
め
ぢ
扉
た&
。

斯

く

て

彼

は

.頑

强

な

る
 

議
會
it
答
へ
て
_

ぐ
.

「

國
.
$は
國
#
上
#
«
^
晃
る
可 

き

も

の

を

不

正

ビ

思

.料

す

る

こ

^

能
&
:^」

と
‘、.1 )
し

て

•
は
多
額
の
貨
幣
を
收.受
す
^
の
目
的
を
以
て：
％̂

@
0

は
能
多
の
窑
を
藥
造
し
、
玆
に
千
四
西
觀
の
茈
金
を
貯 

_

藏
龙
る
代
至
ら
し
め
、
是
に
由
り
て
彼
は‘#

流

通

を

.
奪
 

へ
.る
も
而
も
火
藥
庫
栌
國
家0.
防
備
に
必
耍
攻
る
：が
如 

く
？
も
ば
略
家
の
安
固
に
：取h

て

缺

ぐ

可

ら

.ざ

る

も

の 

な
ゲ
^
思

猶

し

た

を

な

!)
:
-
-。
彼
«
財
政
上
0
不
安
を
以 

て
興
全
生
涯
を
支
酿
せ
ら
れ
仏(>
:
ヽ
"
而

し

て

彼

ゆ

是

が
 

爲

め

ド『

再
な
ら
^
彼
に
取
b
て
.貴
'重

^

り

し

原

則

を
 

「

犠

牲

^

ら

し

.
め
^

&

、

而

も

彼

の

：饊

誤

は

：

彼

の

！
^

ょ 

b

も

寧A：
其

暁

'
代のそしなり。
彼は其

_
6ネ

認
せ
b
、
而
し
て
余
が
人
民
の
爲
に
彼
ビ
共
に

1

の
針 

畫
を
爲
さ
ん
と
し
つ
、
ぁb
し
時
、
佘

はv
e
&
e
u
i
l

候

爵

夫

人

に

看

せ

り

、

彼

女

，は

：余

の

.振

れ

る

文

書

の

，
何

た 

る

や

を

商

へ
-
。̂
彼

女»-
余
^

_
へ
b「

卿
^
是

を
'm
v
-
 

何

事

を

爲

し

つ

、

ぁ

^

^
思
惟
し
賜
ふ
；や」

。r
夫
人
ょ 

余
は
國
王
に
諫
識
し
つ
ゝ
ぁ
り
ミ
思
惟
す

」

。「

而
し
て
. 

請
ふ
、
卿
は
國
玉
妒
其
親
戚
線
者
及
び
嬖
妾
た
る.者
.に 

■對
す
る
の
外
、
何
人
に
：對
し
^
何
事
を
か
爲
す
可
し
ん 

想
像
じ
賜
ふ
や」

。
佘
答
夂
ら
く「

夫
人
ょ
、
若
し
陛
下
に

0.
18;
に
於
1:
、€
富
.
«終

^

再

現

ず

る
(?
)
'緖
に
着
け
り
、\

し
て
興
財
囊
ょ
-!
)
貨
幣
5<
.ぢ
出
す
と
せ
ば
、
貴
女
の1 

而

し
て
».
務
上
に
於
け
る
有
ゆ.る
.其
#
主
、
貴
族
及

び

一.
ふ
所
は
悉
く
善̂

る
.可
し
、.而

も
\
?.
商
人
、3:
匠
、
農 

玫
兵
ょ
b
救
は
れ
た
る1
1
2は
安
全
に
彼
等
0
耕
國
.

^\

*
及
0'
收
人
ょ
$
徵
收
す
る
に
於
て
は
：然
ら
ざ
る0

« 

し
>

#

の̂
.宋
穀
^

^

せ̂
、
ビ
雜
し
て
自
：己

映
ノ
ぁ
..る
な 
>
。
彼
等
は
：國
玉
及
び
吾
人0;
金
部
を
支
餘
す 

^

^
を
是
認
す
：る̂

:
れ
&
し
な
>
。
彼
は
自
&

、
彼

る

(

所
の
も
の
な
り
、«
等
ぬ
取
&
て
は
さ
ば
か
b
多
數 

が
：日
.々
興
國
家
の
利
益
を
擁
鏡
す
る
が
爲
め
に幾
，許
か
.

な
る
着
戚
反
び
妃
隹
ビ
狭
持
す
る
の
必
耍
な
き
ー
人
の 

の
*
_

を

行

ば

ぎ
る
を
^

し̂

ミ
を
M
せ
り
。
彼
、

主人
を
翁
す
る
を
以
て
足
‘る
な
b
jミ
。

日
く

王

は

怜

も

其

發

市

す

.可

き

j

一
 
十

の

勑

令

を

承
s
a
i
Y
,は
_

王
が
彼
ょ
り
徵
し
た
る
上
中
書
代
し
て

 ヽ

鸽
十
to
卷

(

一
三
セ〕

雜

錄

y
ィ
か
公

.寫

策
‘
-
- 

笫
ニ
舨
/ 

ニ二七
.

.



银
十
四
盤

(

ニ
ニ
八
，)

雜

錄
シ
ィ
，ウ公
の
'倚農的政饱

彼
が
其
.

M

かmo
i
r
e
s

に
轉
截
せ
る
も
の
、
內
に
、
釘
ら 

其
經
«-
上
の
意
見
?:
0
括
：：せ
ダ
。彼
日
く「

余
の
意
見
於 

自
己
の
意
見
ビ1:
致
す
る
や
®

デ

を

知

：ら

ん

が

爲

に

、 

國
王
は
余
が
有
力
な
る
：王
國
妃
颠
覆
し
、
若
し
く
は
單 

，
に

其

光

輝
fc
-i
t
す
0-
*
ぁ
ダ
ド
*
®
«す
る
總
て

の
もの 

に
關
す
る
!®
:
書
を
’彼
G
致
ず
可
&
を
条
：に
求
め
た
^
;
> 

.佘
は
從
來
定
規
と
じ
て
佘
ぢ
役
立
ぢ
來6
た
る
原
則
の 

.要
略
ビ
し
て
愛

に

，
之

を

示

す

：̂

王

國

k

取

り

て
廢

潰

又
 

は

疲

弊

の

原

因

^

る

も

の

は

不

滌

趣

な
る

保
譲
金
、
啕 

占
、
殊
^
穀
物
に
於
け
る
も
の
、
商
業
、交®:
、
耕
作
、技 

#•
•及
ひ
±
樂
の
«
靡
、
S
.衙
の
.夥
多
、、
是
等
官
銜
の
濫 

1
、
之
に
當
る
者
0'
過
太
贫
：る
權
威
>
1裁

馨

務

の

炙 

费

、
遲

延

及

び

不

公

本

ヽ

.

懶
惰
、
蕾
侈
及
之
ど
關
署
せ
る 

總
て
の
事
物
"道
德
.の
腐
敗
及
び
墮
髂
、.階
級
0'
混
亂
、 

貨
幣
の
改
變
、
不
&
且
ね
不
謙
愼
な
る
戰
爭
、
君
主
の 

専
制
，
特
殊
の
人

k々
對
す
る
其
窗
自
的
愛
著
、
.特
殊

び
偏
寵
を
受
け
つ
、
ぁ
る
人
民
の
贪
#
、
上
流
人
士
の 

墮
落
、
有
識
<
士
0'
蔑
視
及
び
間
鄭
、
有
害
な
る
常
教 

の
*

許

及

：
び

善

法

0)
.
«犯
、
並
'に
烦
惱
な
4
勅
令
及
び 

無
开
な
る
&
龙
の
許
多
な
る
こ
ざ
な-
^

」

s
o Su

l
l
y

は• 

.其
長
’き
施
政
の
全
部
を
通
じ
て
、
常
に
克
く
是
等
の
原 

則
ど
矛
盾
な
きM
f

^

p

o

然
れ
r
も
彼
が
先
入
の 

意
觅
は
彼
.の
矛
盾
を
說
明
す
る
も
の
なA
。
即
ち
.彼
は 

製
造
業
の
發
途
を
以
で
其
奢
侈
に
對
す
る
恐
怖
及
び：：

I 

々

の

財

政

的

急

迫

に

備

.^
る

の

必

製

と

兩

立

せ

し

む

る
 

，j

ビ
能
は
ざ
b
し
な
b
。
.吾
人
は
彼
の
全
生
涯
を
通b
 

て
是
等
.二
個
の
感
情
はa'
-
も
嚴
烈
に
し
て
且
つ
«
も
發 

動
的
の
も
の
な
ら
し
を
觀
る
な
む
。

(
一

九r

九
年
十
二 

S
 

(

附
記)
木
篇
を
草
す
る
が
爲
め
に
は
四
五
の
迸
典
を
參
顺
せ
る
も 

殊
に
多
く
ブ
ラ
シ
キt
及
ぴ
少
令
ィ
ス
に
據
れ
リ0

.

.

:'
の
階
級
.及
び
特
雖
の
.職
業
に
對
す
谷
其
偏
愛
、.大
臣
及
い

新 
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-

'

ゥ
4
ザ
ー
ス
氏
の
近
著「

戰
時
金
融
上
の
諸
間
®」

は 

前
後11

十
章
ょ
り
成
h
、:'
最
後
^I

韋
ば
タ
ィ
ム
ス
商 

業
附
錄
ょ
り
摘
錄
し
、
他
の
十
九
章
は
總
て
千
九
西
十 

七
苹
九
月
ょ
り
千
九
西
十
九
年
三
艿
に
茔
る

「

ス
バ
！ 

、リ
ン
グ
ス
、
ジ
ョ
ー
ナ
ル

」

に
揭
栽
し
お
る
：論
文
を
蒐
集 

し
た
.る
も
の
^
办
と
云
.ふ
。
然
も
各
章
の
.間
に
は
栩
當 

の
f

あ

，戦
時
英
國
に
起
れ
る
金
融
銀
行
通
貨
等 

に

，關

ず

る

筮

要

間

題

を

批

剑

D

、

時

に

.議

論

の

一

.
般

財
 

政
問
題
に
及
べ
.る
も
.の
あ
*
6̂
今
本
番
を
' 1

瞥
す
ぢ
に
、 

ク
4
ザ
ー
ス
氏
が
現
晚
英
國
に
於
で‘主
張
せ
ら
れ
つ
、 

あ
る
所
！

i

戦
後
改
造
の
新
說
に
對'L
.て
、
多
く
反
對
の 

饿
十
阁
猞

(

ニー1

九〕

雑

錄
新
刊
紹
介

意
見
を
表
明
し
^
る
：は
、一
奇
と
す
可
し
。
.
例
へ
ば
資 

本

徵

：課

金

問

題
G
對

し
て

は「

人
員
徵
發
は
S
^
.
R於 

'

て
社
會
の
總V

の
階
級
に
行
.は
れ
、
.
富
を
所
有
す
る
階 

級
杞
は
却
て
煎
く
行
は
れ
た4
を
以
て
、
富
ミ
生
命
 ̂

ノ

の
徵
發
を
併
せ
行
'ふ
は
財
產
所
有
潘
^
1
一

重

の

負

擔

を 

j

及
ぼ
す
も
.の

な

ミ

非

難

し

、
ホ
ー
ル
デ
ン
氏
の
英IT 

銀
行
改
革
案
に
對
し
て
は「

此
計
鼙
は
#

用
の
無
限
の 

I

製
造
に
依
.て
、
新
な
.る
通
貨
膨
脹
'の
門
戸
を
開
く
の
點 

l
t;
於V

、

反
對
を
生
ず
可
し」

と
云
ひ
、
力.
ン

リ

ッ

フ

.
委
 

一
員
會
'の
報
告
に
對
し
て
は
、

「

英
蘭
鈒
行
と
他
の
諸
銀
行 

一
殊
に
#
併
に
依
て
、
地
位
に
繁
固
を
加
べ
容
易
に
中
央 

ノ
ぷ
統
制
を
許
さ
セ
る
諸
銀
行
と
办
間
比
於
け
る
協
同
的 

\

動
作
を
雑
持
す
る
方
法
を
言
明
せ
ざ
る
の
迂

」

を
笑
ひ
、 

「

ナ
シ
ネ
ナ
.ル
、¥;
.

)

グ」

の
問
題
：に
對
し
て
は
、
第
十
四 

章
の
全
編
を
通
_じ
、
コ
丨
/-
:
、
べ

ッ

チ

ホ

ー

ハ

ー

氏

等

0 

所
說
を
.引
抄
し
て
、
其
耍
點
を
紹
介
す
るS
共
に
、
ギ 

ル
..ブ
の
T

R

於
，て
、
勞
檄
澈
が
今H
资
本
主
_

、
下
，に 

、’，

，

•節一

挑 

ー3
夂


